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物価高騰に対する支援策を行います
国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金※を活用し、市民の暮らしや事業者を支えます。

なかつがわくらし応援券なかつがわくらし応援券
中津川市商品券事業実行委員会（商業課）（☎内線4261）

市内の加盟店で使える、市民１人あたり１万円分の「なかつがわくらし応援券」を配布します。
詳細が決まり次第、市ホームぺージでお知らせします。

対象者 令和８年３月１日現在、中津川市に住民登録がある方

内容
１人あたり１シート（1,000円×10枚）
・一般加盟店で使える専用券５枚
・大型店舗を含む全ての加盟店で使える共通券５枚

使用期間 令和８年５月〜９月

お届け 商品券を各世帯へ郵送します。（５月を予定）

畜 産農家 の粗 飼料 購入代 の助成畜 産農家 の粗 飼料 購入代 の助成
農政課（☎内線4051）　　

長期にわたり輸入畜産飼料が高騰する中で、価格転嫁が難しい畜産業（酪農と和牛の生産農家）
を対象に、粗飼料購入代の一部を支援します。

対象者 酪農農家、肥育農家、繁殖農家

畜種 乳用牛、繁殖牛、肥育牛、子牛

助成額 １頭あたりの粗飼料を基準に算出する交付単価×飼養頭数

どうしておこめ券やギフトカードじゃないの？

畜産農家のうち、どうして酪農と和牛生産農家のみへの支援なの？

粗飼料を家畜の主要な餌として利用する畜種が、牛のみだからです。
なお、養鶏や養豚の飼料となる配合飼料に対しては、国による支援があります。

※物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を目的として、国によって創設された交付金です。地域の実情に
応じてきめ細かに必要な事業を実施できるよう、各自治体の判断で、物価高騰対策などに自由に使うことができ
る仕組みとなっています。

おこめ券は使い道や利用できる店舗が限られるほか、市内には農家の方も多くいるため、誰
もが使いやすい商品券にしました。
また、市内での消費を促し、支援の効果を確実に地域経済へ循環させることを重視しました。
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